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　今後はこのような状況がますます顕著となり、一方で情報機器の発達や個人情報保護の観点

などから人と人とのつながりは、これまで以上に希薄さを増し、地域コミュニティの果たす役

割がさらに重要となっていくものと思われます。

　こうした状況の中で、中央地区コミュニティ推進協議会では、この度、令和８年度を初年度

とする５か年計画として、第３次「地域づくり計画」を策定いたしました。

　本計画は、「ひとづくり」「環境づくり」「ふるさとづくり」の三つの柱から構成されてお

り、「みんなで魅力あふれる地域づくり」を合言葉に、住み心地がよく、生きがいあふれる豊

かな環境の中央地区をつくることを基本理念とし、皆様方から寄せられたアンケート結果やそ

の他の要望なども策定委員の方々と慎重に検討し、計画に反映しております。

　本計画が中央地区に暮らす皆様方にとって、この地に住んで良かったと誰もが思える地域づ

くりを目指すとともに、さらに絆を深める一助となれば大変有難く思うところでございます。

　最後に本計画の策定に当たり、貴重なご意見を頂いた策定委員の皆様、そして、適切な助言

とご指導を頂いた、登米市まちづくり企業「縁屋」代表志田敏典様、とめ市民活動プラザマネ

ージャー佐藤幸広様に心から感謝を申し上げご挨拶とさせて頂きます。
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　平成17年の登米市の合併と同時に中央地区コミュニティ推進協

議会が発足し、２０年という歳月が経過いたしました。

また、人口減少、少子高齢化など社会が直面する問題は、中央地

区コミュニティにおいても一人世帯や空家の増加、小学校の統廃

合、公共交通の衰退など様々な形で表れていると感じます。

中央地区コミュニティ推進協議会

会長　髙橋 俊朗

「みんなで魅力あふれる地域づくり」を
合言葉に第３次計画を実践

2026年3月

会長あいさつ



地域カルテ
中央地区について

 中央地区は登米市南方町の地域コミュニティの一つです。

 町の中央部に位置する12の行政区で構成されており、住民同士の

繋がりや文化を大切にしながら、心豊かに生活できる地域を目指し

ています。

 中央地区が属する南方町は、明治11年南方村として誕生しました。

昭和39年の町制施行で町へと生まれ変わり、平成の合併で登米郡南方

町から登米市南方町となりました。

 登米市の西部に位置する南方町の面積は40.26平方キロメートル。東

から西へ細長く伸びた地域で、西の方には小高い山が連なり、町全

体には水田地帯が広がっています。

 基幹産業は農業で、有数の米どころであり、仙台牛などの畜産業も

盛んです。また、にら、キュウリ、イチゴなど園芸作物も生産され

ています。

町名の由来

 南方町の町名の由来として次のような伝説があります。

蝦夷征伐のために源義家公が当地を訪れた際、和歌を詠みました。

遠知近（おちこ）ち廼人（のひと）を松島咸躬方

（まつしまみなみかた） 以加亭敗（いかでやぶ）

らん河崎乃柵（かわさきのさく）

 この和歌の中の「咸躬方（みなみかた）」が「南方（みなみか

た）」になったとされています。
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中央地区の行政区

峯区 / 板倉区 / 沢田区 / 青島区

原区 / 松葉区 / 砥落区 / 大袋区

山成区 / 新高石区 / 高石区 / 苔下区　



人口推移データ
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4,011人

3,617人

3,091人



交通 産業・特産品

主なスポーツ施設

教育施設 主な公共施設

文化財

中央地区データ

祭り・イベント

・バス：路線バス

・道路：県道古川～佐沼線

（登米市内で交通量が1番多い）

・米

・肉用牛（繁殖・肥育）

・野菜（ニラ、キャベツ等）

・果物（イチゴ等）

・登米市立南方幼稚園

・登米市立南方小学校

・登米市立南方中学校

・南方認定こども園

・登米市役所 南方庁舎 南方総合支所

・登米市南方保健センター

・登米市西部学校給食センター

・登米市南方公民館

・登米市南方農村環境改善センター

・登米市南方歴史民俗資料館

・高石駐在所

・道の駅みなみかた（もっこりの里）

・南方体育センター

・南方武道伝承館

・南方中央運動広場

・踊念物の石碑

（県指定有形民俗文化財）

・青島貝塚

・みやぎとめ牛まつり

・中央地区ふれあい軽スポーツまつり

・みなみかた千本桜
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地域づくり計画
策定会議

 令和２年に策定した中央地区地域づくり

計画を新たに策定しました。

 住み心地が良く、生きがいあふれる、

豊かな環境の中央地区をつくるにあたって

【みんなで魅力あふれる地域づくり】

を基本理念とし、様々な事業を推進しま

した。その内容を踏まえ、第三次地域づ

くり計画の策定に向け、改めて地域を考

えるために策定会議を開催しました。

第一回策定会議

令和7年8月22日(金)

19:00～20:00

第二回策定会議

令和7年9月19日(金)

19:00～20:00

第三回策定会議

令和7年10月10日(金)

19:00～20:00

第四回策定会議

令和7年11月21日(金)

19:00～20:00

会議日程 会議内容

①地域づくり計画について

②策定委員会の進め方について

③ワークショップ『地域に想うこと』

①前回までの振り返り

②住民アンケートの結果について

③新規事業についてのワークショップ

①これまでの計画についての評価

②基本理念に対するフレーズ出しワークショップ

①前回までの振り返り

②アイディアと企画案の具体的な内容について
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中央地区に想うこと

0 5 10 15 20

人・地域

伝統・催事

生活・食

子ども・若者

空き家・施設

安全・環境

交通

商店・買い物

後継者

※記載の意見は地域づくり計画策定会議に参加された策定委員より頂いた意見となります。

20
［人・地域］

個の

想うこと

［安全・環境］

４個の

想うこと

［交　通］

５

個の

想うこと

［後継者］

３個の

想うこと

［伝統・催事］

20個の想うこと
［生活・食］

個の

想うこと17
［子ども・若者］

個の

想うこと14
［空き家・施設］

個の

想うこと６

［商店・買い物］

３

個の

想うこと

中央地区に想う意見
【人・地域　20個の意見】
自然豊かで食べ物がおいしい　/　皆さん優しい　/　人が優しい　/　千本桜が綺麗　/　千本桜の植

え替えが必要　/　田んぼアートが見事だった　/　農業が盛んな地域　/　冬のガンがすごい　/　

地区にいる同年代がなぞ　/　引きこもり　/　行政区に入ってくれない人がいる　/　伊豆沼、長

沼　/　　自己中が多い　/　登米市の近い将来消滅することになるのでは　/　もっこりはどこ行っ

た？　/　サンドイッチマンに宣伝　/　老人クラブ（70才から）に入らない。事務局難しい　/　集落

地域の状況（良いところ、悪いところ）を知る機会がない　/　行政区の会員として入会しない人達へ

の接し方、求めていいものは・・・　/　老害

【伝統・催事　20個の意見】
花菖蒲祭り楽しかった　/　あやめ祭り　/　飲み会の減少　/　近所付き合いの減少　/　運動会(町

民)　/　地域の祭りがなくなった　/　遊ぶ場所がない　/　世代間交流不足　/　昔話を聞きたい　/　

野球大会が楽しかった　/　懇親会が年に数回あった　/　スポーツ大会。人間関係を壊す　/　中央地

区のスポーツ大会、運動会　/　佐沼のお祭りがいつの間にか変わった　/　地区の祭り等のイベント

が少なくなった　/　老人クラブの減少は地域を悪化させる　/　南方のスポーツ。南方一つでチーム

作れない　/　地域の夏祭りが以前はあったが今はないから実行してほしい　/　行政区内での懇親会

の場がなくなっている。復活の是非は必要か？　/　20年くらい前は、所属する数班で花見をしたり、

バーベキューをやって楽しかった
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【生活・食　17個の意見】
忙しい　/　物価高　/　防災訓練　/　機械が高い　/　健康面の不安　/　牛肉と米最高　/　食べ物

が美味しい　/　もっこりニラどこ行った？　/　もっこりラーメンなくなった　/　食堂が南方には少

ない　/　ニラもちアピール　/　フードドライブ　/　アメリカシロヒトリ　/　農地の基盤整備が必

要　/　免許返納を考える時間がすぐやってくる　/　年金収入だけで生活できるか不安　/　買い物難

民がすぐ目の前にやってくる

【子ども・若者　14個の意見】
子どもが少ない　/　子どもがいない　/　若者が少ない　/　行政区の子どもの数が減少　/　子どもが

遊べるところ　/　子どもの遊び場がない　/　子どもが自転車の練習ができる所　/　子ども食堂（郷

土料理）　/　子ども会の合併　/　子ども(小中高)の居場所を設置しては　/　若い世代の名前がよく

わからない　/　イベントで中高生の参加が少ない　/　コミュニティイベントへの若い人の参加　/　

子ども（小中）が楽しめるイベントがあれば

【空き家・施設　6個の意見】
空き家問題、対策、空き地　/　アパート住民問題　/　花菖蒲の郷が使えない　/　青島貝塚　/　

神社の改修を考えているが地域の一体感ある取り組みが出来るか不安(旧村社)少人数で維持している

(30世帯)　/　武道館の駐車場が広い！

【商店・買い物　3個の意見】
スーパーがない　/　コンマート　/　移動スーパー利用について

【交通　5個の意見】
交通の不便　/　道路、特に農道の整備が必要（穴だらけ）　/　交通関係（道路）が悪い　/　年を取

った時の交通手段が心配　/　桜が咲く時期の交通量が多くなり危険

【安全・環境　4個の意見】
他地域からのゴミ搬入を防ぐにはどのような手法が効果的か　/　気温が高い　/　家畜が少なく子ど

もが牛、豚を知らない　/　災害（特に水害）対策が不十分

【後継者　3個の意見】
農業の担い手が少ない（どのように対策すべきか）　/　農業の跡継ぎがいない　/　農家経営
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基本理念に加えたい言葉
※重複している意見は集約しています。

笑顔溢れる / 笑顔が見える / 周りの人全てを笑顔に
子どもから大人まで笑顔で暮らせる / 子どもが笑顔になれる
みんなが住みやすく心豊かで笑顔あふれる / 誰を笑顔にしたいのか？
自分が笑顔でいないと他人も笑顔になれない
笑顔で過ごせるまちづくり / 笑顔かつ笑い声が聞こえるように
行動したい / 「笑顔溢れる」中央コミュニティ

笑顔

みんなでつくる地域づくり 

みんなが味方であると思える地域Everyone ally

みんながなにか特技があると良い

地域のためにみんなが協力してくれる
みんな

子どもを育てる

子どもが集まる

子どもから大人まで笑顔で暮らせる
子ども

豊かな環境暮らしやすいまち / ふれあい場（交流） / 一人一芸
身近な人のために(家族→近所の人→地域） / 公民館とは？
最後には自身が幸せで、充実して過ごすために / 健康づくり
Side by Side / all for one,one for all / 老若男女思いやり
一人も取り残されない地域づくり / ほっと南方 / 元気な地域
伝統を受け継ぐこと / 毎日ごはんが美味しいと思える地域
基本理念は固く感じる「目指すべき」という表現

その他
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これまでの事業の評価
※これまでの地域づくりに関する事業について策定委員の皆さんに評価をいただきました。

※未回答の数値は抜いてグラフ化しております。

◎ 〇 △ ×

高齢者支援 学社融合 環境整備
0

20

40

60

80

100

●環境づくり事業

自治組織活動

◎ 〇 △ ×

自主防災訓練 子ども農園 ふれ♡隊 カレンダー
0

20

40

60

80

100

●ふるさとづくり事業

◎ 〇 △ ×

人材育成 世代間交流 学校との連携
0

20

40

60

80

100

●ひとづくり事業
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事業評価から見る地域性

自主防災訓練・自治組織活動 子ども農園 ふれ♡隊 カレンダー

0 10 20 30 40 50

◎

〇

△

☓

高齢者支援 学社融合 環境整備

0 10 20 30 40 50 60

◎

〇

△

☓

人材育成 世代間交流 学校との連携

0 10 20 30 40 50 60

◎

〇

△

☓

ワクワクする事業とは？

自分が
ワクワク
すること

●ひとづくり事業 ●環境づくり事業 ●ふるさとづくり事業

【事業の評価から見る分析】
ひとづくり事業・環境づくり事業・ふるさとづくり事業の３つの事業において、ひとづくり・環境

づくりの事業が◎と〇の評価が多く、ふるさとづくり事業に関して△と×の評価が増えている。

このことから、中央地区全体として、人や住い、環境といった事業への関心傾向がみられる。

これをもとに、策定委員会議において委員の皆さんが取り組んでみたい「ワクワクすること」とい

う内容でワークショップを行った。

【ワークショップの目的】
事業の組み立てにおいて最も必要なこ

とは"主観性”である。その主観性を

持つには自分が「楽しい」と思う気持

ちや「ワクワクする」という感覚が必

要。

そこで、策定委員会議において、策定

委員の皆さんからそれぞれ、主観性を

もてるような内容を考えてもらった。成功しても

失敗しても

次に繋がる

【ワクワクを出したあと】
アイディアを出した後、それぞれのグ

ループで出た内容を共有し、実現可能

性のあるものを深堀りした。

『どうやったら出来るか』を考えるこ

とで、これまでの計画を活性化させる

ヒントを生むためのワークショップと

なった。

今回の
GRPWK

各班で1つ選び、
膨らませてみましょう！

こうやったら
出来そう！

こうしたら
面白くなりそう！

こういう形で
関われそう！

こう工夫したら
実現できる！
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ワクワクする事業
【ワークショップで出た意見】
ワクワクすることというテーマでのワークショップでは、より具体的な意見がでた。

既存の計画に追加したり、新規の事業としても実施出来そうなアイディアがあり、より地域が身近

に感じられる内容となった。

伝統に関する意見

・おばあちゃんの知恵袋、地域版

・基本のたれ、漬物

・座学講座（漬物、料理、保険）

・地域の歴史がわかる施設など

活動に関する意見

・自転車でゼロヨン（400m走）

・運動会、新高石行政区

・BBQ

・地域での祭り

・将棋、囲碁、花札、マンガ館

・娯楽施設を兼ねた

・子ども農園で焼き芋用作付けをし、

　みんなで食べる

・e-スポーツとしての健康マージャン

交流に関する意見

・地域で集まり、カラオケ、酒飲み等

・ざっくばらんに話すこと

・温泉と軽スポーツの融合（シルバー対象）

　プラス、歌える施設があれば楽しい

・世代ごとの居場所づくり

・町内の温泉施設の復活

 （居場所づくりとして）

資源に関する意見

・新川

・花菖蒲

・里の復活

・新高石行政区の映画館

・燃えるゴミ、燃えないゴミ、

　リサイクルの見直し

　地域で再生可能物

人に関する意見

・地域のボランティアを募る

・中学生のボランティアに証明書を発行

・シクラメン贈呈時にメッセージを中学生

　などに書いてもらう
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地域づくり計画概要

テーマ 計画目標

ひとづくり

環境づくり

ふるさとづくり

人材育成

世代間交流

学校との連携

健康・福祉

生活環境の整備

安心・安全

伝統・文化

歴史・自然

地域の活性化

12
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具体的な事業

先進地視察研修

ふれあい

軽スポーツまつり

南方小学校太鼓教室

鉢花贈呈

学社融合事業

環境整備事業

自主防災訓練

自治組織活動

子ども農園

ふれ♡隊

追加項目

体験活動で終わらせず、植え付けを

したサツマイモで焼き芋大会の開催

世代ごとの居場所作りや娯楽（将棋

や囲碁など）の集まりやすい場所づ

くり

防災訓練に合わせ、地域で再利用可

能なゴミなどで災害時活用を計る

行政区事業への支援

環境整備に合わせ、地域の歴史や文

化が分かる取り組みを行い、地域全

体の環境美化に努める

PRが少ないなどの意見が見られるた

め、告知をさらに行い地域全体で取

り組める内容にする

中学校、小学校などにメッセージカ

ードの作成を投げかけ、連携事業と

して贈呈する

発表の場を設け、伝統文化を継承

し、発表の機会を創出する

世代交流の場となるよう、若者が参

加しやすい競技の検討とボランティ

ア証明書の発行などを実施

他地域の先進事例を地域づくりに反

映させ、周知を図り良い事例は計画

に反映させる

あい



事業計画チェック表
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中央地区コミュニティ推進協議会の会議で年度末に達成度のチェックを行い、

5年間の計画の進捗や修正を図るために設定。

未実施 実　施 継続実施

△ 〇 ◎

１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目

先進地視察研修

ふれあい

軽スポーツまつり

南方小学校太鼓教室

鉢花贈呈

学社融合事業

環境整備事業

自主防災訓練

自治組織活動

子ども農園

ふれ♡隊

事業内容

あい



中央地区住民アンケートレポ―ト
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資料

峯
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資料
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資料

、
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資料

健康体操など、健康づくりに関する活動

登下校の見守りなど、子どもの安全運動



19

資料
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資料
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資料



中央地区コミュニティ推進協議会組織図

会　長

副会長(2名)

監　事

事務局長

事務局(3名)

理　事(各行政区長)

峯・板倉・沢田・青島・原・松葉
砥落・大袋・山成・新高石・高石・苔下

各区コミュニティ代表者(役員)

環
境
美
化
部

安
心
・
安
全
部

健
康
づ
く
り
部

生
涯
学
習
部

中央地区コミュニティ推進協議会
組織図と策定委員会
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令和7年度中央地区コミュニティ推進協議会
策定委員会名簿

役　職 氏　名

策定委員

策定委員

策定委員

策定委員

策定委員

策定委員

事務局長

事務職員

事務職員

集落支援員

 北條 裕哉

 高橋 まき

 相澤 好美

 伊藤 遥奈

 千葉 光浩

 星 邦弘

 髙橋 利典

 星　　香

 遠藤 留美

 船島 美和

 佐藤 幸広

 志田 敏典

 鈴木 徹

 長埜 正光

 金山 太一

 佐竹 政善

 佐藤 佳世

 佐々木 賢悦

 浅野 慶太

 高橋 良

 千葉 健一

 佐々木 美和

 地紙 洋幸

 佐藤 直也

 中津川 源生

役　職

会　　長

 

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

策定委員

氏　名 役　職

 髙橋 俊朗

 伊藤 忠輝

 佐藤 純一

 千葉 哲夫

 小野 寛次

 中津川 英雄

 関 壮一

 佐々木 敬之

 浅野 新一

 新田 佳夫

 高橋 清一

 瀬戸 政澄

 佐々木 建待

策定委員

策定委員

策定委員

策定委員

策定委員

策定委員

策定委員

策定委員

策定委員

策定委員

策定委員

策定委員

策定委員

とめ
市民活動プラザ

氏　名

副 会 長

副 会 長

一般社団法人
LINK

山成

高石

砥落

峯

板倉

沢田

青島

原

松葉

大袋

新高石

苔下

峯

行政区 行政区 行政区

峯

沢田

沢田

青島

青島

原

原

松葉

松葉

砥落

砥落

山成

山成

新高石

新高石

高石

高石

苔下

苔下



学社融合事業

環境整備事業

23

事業の様子

先進地視察研修

高齢者支援事業

南小大嶽太鼓

子ども農園 ふれ♡隊
あい

ふれあい軽スポーツまつり

　令和８年度から１２年度までの第３次地域づくり計画が完成しました。「みんなで

魅力あふれる地域づくり」を合言葉に、役員をはじめ理事、策定委員、関係機関の皆

様のご尽力により「ひとづくり」「環境づくり」「ふるさとづくり」を３本柱とした

計画です。　

　この計画は、皆様から頂いたアンケートを基に協議を重ね、策定したものです。

中央地区の人口は、2005年の4,011人から2025年には3,091人と実に20年で約1,000人も減

少し、まさに少子高齢化を物語っています。

しかしながら、「集落に住み続けたい」や「愛着がある」など地域に期待する声が多

くあります。

　この計画を実践し、住み心地が良く、生きがいあふれる環境づくりにしましょう。　　

　このことが地域の力となり、皆様で素晴らしい未来の礎を築くことになります。　

結びに、地域の発展と皆様の絆が深まることをお祈り申し上げます。

あとがき

2026年３月
中央地区コミュニティ推進協議会　事務局長　髙橋 利典
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南方公民館
〒987-0401
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